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本日みることができる範囲→

北

村境に位置する大溝
（底面幅約1.5m）

山茶碗などの中世陶器
が多数出土した溝

★

東西溝と交差する南北溝
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地籍図の区画と同じ方位
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本日みることができる範囲→

7世紀の溝

８世紀の竪穴建物跡

●

土師器甕（写真）
の出土地点

7世紀の溝

掘立柱建物跡

布掘りの掘り方
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【事業の概要】

一色城跡では、県道給父稲沢線の改良工事にとも

ない、愛知県埋蔵文化財センターが発掘調査を進

めています。今年度の調査面積は 2,500㎡、期間

は令和元年７月～ 12月（予定）です。

【２】屋敷地区画の溝と村境の溝

　正方位（東西・南北）にのびる溝は交差し、区画

になってます。溝からは、14 ～ 16 世紀の陶器が出

土しています。一方、斜方位の大溝は、江戸時代の

片原一色村と西島村の境に位置しています。

解説１　発掘調査の概要

【４】下面の遺構

　一色城跡は沖積地の微高地に立地しています。

その基盤層に近いところ（地表約 1m下）では、

弥生時代後期から奈良時代の竪穴建物跡や溝を確

認しました。

　古墳時代初め頃の「S 字甕」や、飛鳥・奈良時

代の須恵器や、土師器の「伊勢型甕」など、各時

代の日常生活で使われていた土器が多数出土しま

した。

【１】上面の遺構

　表土（耕作土や最近の埋め立て土など）を約 80cm

掘り下げると、室町時代から江戸時代にかけての遺構

がみえてきます。その大半は溝で、のびている方向に

よって３つのグループに分けることができます。

【５】まとめ（２）…飛鳥時代（７世紀）から奈良時代（８世紀）のムラ（集落）

　7～８世紀の間に、集落が微高地上で移動・拡大したと考えられます。一方、遺跡の周辺は河道や

湿地だったようで、調査区の南西部では遺構や遺物がほとんどみられません。

【３】まとめ（１）…室町時代から江戸時代にかけての一色城跡

　中世陶器が多数出土した地点（★印）は、恵日寺の旧地に近い点が注目されます。また村境の大溝

は最下層が16世紀にさかのぼることから、一色城との関連を解明する手がかりになると考えられます。　

【５】ぐるりと廻る？７世紀の溝

　調査区の北辺では、緩くカーブする溝が確認さ

れました。多数の須恵器や土師器の甕が出土して

おり、ほとんどが７世紀のものです。溝は、さら

に北へのびており、調査区北側に想定される７世

紀の集落を取り囲んでいたのかもしれません。

　８世紀の集落は竪穴建物が主体ですが、掘立柱

建物の柱穴や、溝状に掘った掘り方に柱を立てた

布掘り掘立柱建物跡も検出されました。

村境に位置する大溝（北西から）

集落を囲う？７世紀の溝（南西から）

中世陶器が多数出土した南北溝（北から）

７世紀の溝で出土した土師器の甕

8世紀の竪穴建物跡（北西から、白線入れ加工済み）

赤彩のある古墳時代初頭の壺


